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博物館の資料蒐集と展示を目的とした生活財調査の活用

金 時徳

1 「近い隣の国日本」と「2002年ソウルスタイル」

 「近い隣の国日本」と「2002年ソウルスタイル」は，2001年10月27目に韓国の「国

立民俗博物館」と日本の「国立民族学博物館」が相互に相手国の文化を展示するという

協約を結んだことにより，日韓両国で各々推進した特別展示のタイトルだ。この協約は，

2000年4，月7日に国立民俗博物館が日本の国公立博物館に日韓の民俗文化の交流を提案

したこと，およびその年の4月28日に国立民族学博物館から日韓文化交流展の提案があ

ったことに基づくものである。同年5月4日に日韓両国の関係者が韓国で相対し「日韓

文化交流展共同開催」を約束し，その年の10月27日に日韓文化交流展の共同開催協定

を締結したことで，本格的に日韓文化交流展の準備が始まったのである。

 協議の結果として成立した展示の基本原則は，相互主義に立脚し，相手方の文化を自

前の研究結果を土台として，互いに展示しようというものだった。国立民族学博物館に

は，既に「朝鮮半島の文化」展示室があり，韓国についての資料が相当に蓄積されてい

る状態で，研究者もまた確保されていた。しかし問題は国立民俗博物館の方であり，こ

ちらには日本に関する情報も資料もまったく準備されていなかった。よって日本の国際

交流基金から支援を受け，この展示のために「現代日本生活文化研究会」が同年11月に

結成されるなどの準備が進んだ。これと同時に日本側の韓国文化展示を支援し，生活財

生態学的な研究を行う「チプ研究会」が結成された。そして日本では，韓国文化を展示

するために「現代韓国社会における生活文化の研究とその方法」という共同研究会が始

まり，その調査研究の成果を土台として展示の準備が進められた。

 特別展に展示する展示資料の確保のため始まった生活材生態学の調査を進める過程で

は，博物館展示に対するこの調査方法の有用性を知ることとなった。生活財生態学ない

し生活財調査を考現学（今和次郎）はその名の通り，一つの家庭で持っている生活財を

通じて彼（女）らの生活の姿を把握し，消費傾向を明らかにするというものである。だ

がそれ以上に，この作業が博物館の展示に活用可能なものであるということが分かって

きた。このような理由により，生活財生態学（ないし考現学）が博物館の資料蒐集と展

示に活用しうるものであるということを提示してみたい。
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2現行の博物館資料蒐集と展示の問題点

 博物館の資料蒐集行為は，大きく分けて三つの目的で行われる。一つ目は，どのよう

な形態であれ展示という目的であり，二つ目は蒐集対象に対する研究目的，そして三つ

目は消え行く資料の保存目的である。資料の蒐集方法もまた，一般的に大きく分けて，

寄贈・押収・寄託など無償で獲得するものと，購入という有償で獲得する形態とがある。

 しかしこのようにして：蒐集された資料が果たしてどれほど展示に活用され，かつ有用

性を持つものであるかについては，常に疑問も残るところである。どのような目的で蒐

集されたかによりそれぞれに蒐集理由はあるものの，展示のための活用となると脈絡

（text）と状況（context）が不足するという問題が生じる。所蔵資料の一つ一つが持って

いる意味はあるといえ，その資料が何処でどのように使用されていたのかについて元の

状態の脈絡と状況を知ることが出来ないため，資料の活用にはいつも限界が生じてきた

という事実がある。そのために所蔵資料を中心にした博物館の展示は，個別の遺物につ

いての美的感覚や稀少性に焦点を当てた美術館や画廊の美術品展示の形態がいつも主流

となってきた。このような展示は，主に考古学や美術史の展示方法に活用されてきたが，

民俗・文化史博物館（民族学などの人類学博物館を含む）に与えた影響も少なからず見

られる。だが，ストーリー・ボードによって順々にストーリーが展開するという方式の

流れを重要視する民俗・文化史博物館の場合には，脈絡と状況がある資料が要求される

のである。

 だが，このような民俗・文化史博物館の要求を充足することを目的とする資料蒐集は，

それほど容易いことではない。なぜなら第一に，韓国の考古・美術史博物館の場合は，

その特性上から，資料の機能的な使用脈絡よりも個別資料そのものが持つ美的優秀さや

作者によって資料の価値を決めるということを未だに行っているためである。第二に，

資料の流通経路を抑えている販売商たち（骨董品・競売など）は，今なお古典的な博物

館資料の概念によって稀少・貴重で美しいものを商品として取り扱っているためである。

第三に，文化財保護法が規定している文化財の概念に従って歴史的に価値があるものを

中心に博物館資料の蒐集が行われているためである。第四に，現在の状況で資料の脈絡

が十全に保全された資料を求めるということが社会システム上で難しいためだ。

 このような状況の繰り返しにより，民俗・文化史博物館の場合でも美術史博物館の展

示形態を踏襲するしかない。そしてそればかりではなく，名品を展示しなければならな

いという意気込みが常にあったのである。多様な展示技法の登場と発達に従い，既存の

名品中心の展示よりは民俗・文化史博物館に相応しいストーリー展開式の展示が可能に

なり，名品中心の美術史博物館や美術館の展示とは区別が生じることとなったものの，

現実にはまだ不備ばかりが目立つ状況だ。
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3民俗・文化吏博物館の資料蒐集と展示のための
 生活財生態学の活用

 生活財生態学は，民俗・民族学博物館の資料蒐集と展示において非常に有用な方法と

なり，大いに活用される可能性が高い。それは生活財調査を行う時に必ず執り行わねば

ならない個別資料のカード記録が博物館の資料登録（registration）と非常に相似している

ためである。特に使用上の脈絡と状況についての情報を細かく記録するため，脈絡と状

況を重要視する民俗・民族学博物館の資料蒐集においては有用な調査研究方法だと言え

る。

 生活費生態学で使用する調査方法は，まず対象となる家庭を選択し，その家庭にある

生活財全部をどのように記録し調査するかという計画を立てる。計画が立てば生活財が

ある場所ごとに分類番号を付け，その後でディレクトリ別に細部分類番号を付ける。そ

して各部分別に担当者を指定したり一人が順々に行うことにして，生活財を調査してい

く方法である。この時に基本的に生活財の撮影・固有番号づけ・材質・使用頻度・使用

上の脈絡と状況・購入か寄贈か獲得かなどの入手方法・入手の理由・使用者など，その

ものにまつわる情報を使用者とのインタビューを通じて記録する。単に個別の生活財に

ついての大きさの測定という段階がないだけで，これは博物館の資料登録とほとんど差

がない。このため，状況と脈絡を備えた博物館資料としての価値を持つこととなるわけ

である。

 「2002年ソウルスタイル」は，まさにこのような方法でL氏の生活財を調査し，蒐集

した資料をその脈絡と状況により展示したものであった。個別資料の脈絡と状況につい

ての情報を持っていたので，資料同士の連結が容易であったし，観覧者にとっても理解

しやすいものだった。このこととともに，生活財を使用する「ひと」に対する多様な情

報の確保を通じ，実際に生活する姿の再現，そしてそれに留まらず使用者による日常生

活空間の表現などをも通じ，展示効果を高めることが出来たのだった。そして生活財を

使用する人々の生活の姿はもちろん，暮らしぶりの映像化によって展示の効果を高める

ことにも繋がっていたと思われる。

 生活財生態学は歴史的情報に弱いのは確かであるが，博物館の資料蒐集のための適切

な方法であることは既に言及したのみならず，「2002年ソウルスタイル」で十分に証明も

された。よって韓国の博物館でも，生活財生態学的な調査によって博物館の資料を蒐集

し，展示に活用することが出来るものと思われる。

 韓国の場合，山間・漁村・農村により，保有している生活財が異なり，生活文化にも

差が見られる。だが色々な状況により博物館ではこのような特性による資料を確保する

ことが容易でない。だが，生活財生態学を活用するならば，このような特性に合う資料

を簡単に確保できるだろう。例えば，農・漁・山村の典型的な特性を持つ家庭を一つず
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つ選び，その家にある全ての生活財を調査し，これを購入して展示するという方法を考

えることが出来る。そして可能ならその家屋までをも購入することが出来れば，一つの

展示テーマについてはもちろん，脈絡がある博物館資料の確保も可能であろう。もちろ

ん該当する家庭の積極的な協力も必要であるし，有償であれ無償であれ，生活財の提供

に対する代替物の購入などについても，十分に補償しなければならず，そのことについ

ての十分な理解も前提として存在しなければならない。

 このような資料蒐集の方法は，単発的な事業ではなく，年次的な事業として推進する

ことによって，より大きな効果を得ることが出来るだろう。すなわち，生活財について

の徹底的な情報調査および蒐集，生活財を使用する人々の生活文化，そしてその家が属

する集落の共同体文化に対する全般的な調査を経て，農・漁・山村の生活文化的な特性

を明らかにすることが出来るのであろう。かつ，これらの生活財をすべて購入すること

により，情報を内包した博物館資料の確保はもちろん，更に実質的な現実感のあるスト

ーリー展開による展示も可能となるであろう。

4生活財調査によって生まれた二つの展示

 2000年10，月31日に国立民族学博物館の佐藤浩司氏が展示資料の確保と生活財生態学

の調査のため約一ヶ．月にわたり国立民俗博物館のゲスト・ハウスに仮の住いを構えた。

初めはもともとの計画通りCh氏宅を対象として約三日間の生活財調査を実行したが，

諸事情により調査の進行が不可能となった。このためCh氏はもちろん，関連諸氏の助

けを借りることとなったものの，調査家庭探しは容易なことではなかった。なぜなら，

生活財生態学的な調査事態が，考古学の遺物発掘のように，一つの家庭で保有している

全ての生活必需品を取り出して写真を撮らねばならず，のみならず各家庭の生活財は相

当の数量であるため，一度で終えたり短時間で終えることが出来るような調査ではなか

ったためである。そのため学校の先輩であったL氏に願い出ることとなったが，幸いに

も快く承諾をして下さったので，調査を行うことが出来た。進行過程で紆余曲折はあっ

たが，私の記憶では全てが順調に進み展示まで無事に終わった。そして現在までその資

料についての整理とデータベース構築の作業が行われている。

 一方韓国では，日本文化展示のために2000年11月に展示推進委員会を構成するなど，

準備に拍車を掛けていた。しかし，どのような方法で展示するかについては意見が別れ

別れとなり，その溝が簡単には埋まらなかった。日本文化一般を展示しなければならな

いという立場と，特徴的な一部を深く展示しなければならないという立場に分かれてい

た。そのような中で二つの立場を折衷しながらも，特徴的な部分を深く展示するという

方法を取ることとなった。その結果，国立民族学博物館が所蔵している京都の「おばあ

さん」の遺品には生活財生態学に立脚した日本の伝統的生活文化を展示することが出来

208



金剛博物館・購集・展示・・的とした生活財調査・活用

た。これとともに日本の「若者」の生活財を調査し展示することとして，2001年7月に

韓国の博物館研究者たちが直接女子学生（若者）のワンルームを現地調査した。この時

には佐藤氏の助けを借りた。調査によって展示対象資料を選定し，生活財を有償で購入

して展示することで，生活財調査の技法を活用した資料調査と，これに基づく一つの展

示が可能となった。

 このように二つの展示は生活財生態学を土台として誕生した第1号の作品となった。

だが「2002年ソウルスタイル」は，最初から生活財調査による展示資料の確保はもちろ

ん，展示を目的とした計画で行われた。つまりL氏の生活文化を通して韓国の現代文化

を見ようという方法で展示を進めたのである。一方で「近い隣…の国，日本」の場合には，

日本文化全体を見せるための全体アイテムの中の一つとして「おばあさん」の生活財と

「若者」の生活財を活用した点で差がある。二つの展示の結果を見る時，展示の主題に

よっても差があるが，生活財生態学が民俗学ないし民族学博物館の展示のための調査方

法として有用性を持つということが十分に確認されたということとなるだろう。

5結び

 「近い隣の国，日本」と「2002年ソウルスタイル」は，生活財生態学という調査研究

方法が民俗・文化史博物館の資料蒐集と展示に有用性を持つということを教えてくれる

一つの証拠資料となった。両国で行われた二つの展示は，互いに互いの文化を各々の表

現方法に従って展示したものであったが，互いの生活文化を適切にうまく表象したもの

と評価されている。二つの展示は，表現方法は違っていても，生活財調査により生活文

化のありのままの姿を本来生活財があったそのままの姿で展示したという点では，同一

の方法を採用した展示だということになる。

 名品中心の展示ではなく一つの地域ないし民族などの生活文化資料を調査・蒐集し研

究・展示する民俗・文化史博物館では，このような生活財調査による資料蒐集と展示が

効果的であるということを教わった。特に一つの地域の生活文化を総体的に展示する場

合には，生活財調査が今回のケースよりも更に有用な方法論となることについては，再

論の余地がない。生活財生態学は，民俗・文化史博物館の資料の命である脈絡と状況を

持った資料の確保はもちろん，展示のためにも有用な方法論である。

 生活財生態学は生活財の把握と現代の生活文化を研究するための新しい研究方法論と

して活用される可能性がある。
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消碧画一叫暑牲組入1暑羽司。1コ入ト三唱到♀薯・ぱ暑望李銀法味！想塁｝ス糊剛司・，

薯書晶晶刈蚤母暑考現學（今和次郎）01叫二七ヌ樟1司一7｝園刷出フトズ1ユ銀セ・

碧暑ス耳暑暑司ユ暑到想笹見含書叫9伺一エ，杢日レ馨書函望。圖セ恕三・1杢｝立呈

叫暑普到そ1入回1三暑暑升皆脅豊叫叫碧牛銀銀叫．叫叫・層想豊ス腿司叫（導｛｝

考現學）。1叫暑豊到ス障出替叫石入回1笹書暑奈郎セフド8・ぱ暑刈入1司旦エスト
重｝亡｝．
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2竜噌叫暑吾ス障今山叫組入國呈刈召

 叫四三釧ス障三唱一戸ゼ生州スi1フ｝ス1昇司6個引落剤叫．古トし｝セ・屑四を

閤日信遭入1暑♀1を昇司。1ユ，じ｝喜苛叫セ思召瑚な州州醒望子，ユ司エ三門セ

杢里肩明7トヒ・ス偉潮田善。1ユ昇司・1叫ス障釧冷唱居唱国入1ヨ．洲フ謄倒囚耳

暫午，7四号早杢｝立引碧号苛セ誤斗干唱。1己｝ゼ舟・ぽ立時碧号苛回想印7㍗

望魁苓。1叫．

 ユ司し｝・博引牛出子ス緯7ト斗q望・手し｝そ1入圃豊暑祠エ圧弁暑徳暑凌モ…7トビ

重｝甘斗呈朴呈甘干目一．司週昇司立呈牛唱日銀モヲト。刊叫叫く噌朴♀。㌃1影四時，

引入1暑 ♀種｝ 豊暑州刈セ 脈絡（艶xt）斗 状況（Context）01早否糾じ｝セ ｛｝刈7ト

豊想影回．杢をス障苛叫司耳升フ図引…釧Pトと蚊告ス1三三ユス障7｝・羽刈

明望刈入ト8胡銀セ7ト月明岱山1な日國叫骨斗・糠｝書望午叡フ1瑚｛蚤・川ス｝豆男

碧暑61三二尋刈升銀（『鍛望唄01六ト・謹01叫．ユ零71朔呈（刈杢を井目暑苦唱皇呈を

叫暑洲剤入1セ昔フ耀弁劉朝翻・凶イ滅・掲一司朝三州皇裡｝奨を

ロ1含吾。1｝｝旧例到ロ1含閉庁入1噌1羽升手昇暑・1野司銀τ｝．o壮重｝そ1入1セ・』手引

エユ軒。1し十ロ1含母週入1噛唱皇呈控書司司鉄骨耳民俗・文化史博物館（民族学号釧

人類学博物館）州歪閣書三司ス1寄叫．ユ司1斗と豆司旦三州叫叫金ヌ囚望ム豆司

組フ個別 宣暑含吾豆門司・ゼ望舎・呈聾朴叫暑豊岡 眉♀州ゼ叫叫斗尋屠01銀セ

ス平野豆子司一洲羽銀叫．

 ユ司叫剋舎・｛茜｝入圓一暑辛國。1司を皇子暑筈香掛フ1報｝ス野牛唱薯ユ司・口金

望。1二月叫．朝ヰ苛遇型列尋テ釧眉♀，考古・美術史博物館書ユ三園を明答司

スト豆男 71号司望 朴薯切干見平骨 刈予予豆ユス圃升ス1目ゼ ロ1司 ♀牛層01叫

4ス圃一二ス障潮フ國暑早・貼トユ銀71叫暑。1叫．暑刎対日釧弁暑ぞ呈暑

門門苛耳銀下垂・四三（暑暑苦嬉野号）｛妾b圏姻三ユ四望叫暑普

叫四旬7胴州叫｛斗司組司司刊司一エ調号司ユ。陪叫金誤暑ユ暑到甘苦．⊆呈

潮骨苛71叫｛｝。1τ｝．摂圃門門ス“互：i測。1テ碧苛ユ戴芒呈糾ス肩到7町明1叫叫

9入P『井ス1升銀セ誤吾碧立四二暑垂ス｝四望午剰。1。1早・判別71例月・1叫．喫列

翻ス閣・骸｝（痢刈ス障潮叫舜・1・9週司一川旦石宅ス障暑子苛71首入国入1ム望甘

oli召71 τ閉｛≡｝01亡㍗．

 01司翌杢｝身潮 魁昇司1叫叫剋舎・｛｝糾朴叫暑暑斜 碧♀『入1ロ1金入｝三門吾潮

週入園日屠冒告碧牛鼎・川口銀｛｝讐マ｝。ド！叫喝筈含石入1胡弓司ru｝セ早旱｝・｝巻

脅刎苛ユ銀飯叫．ユ司耳叫磐魁組入171唱到号智叫魁量・判叫叫フ1善到咽暑

羽r判石入1旦目・セマ！舎・呈糾亙叫暑辛矧召喫｛｝ム円月組7個到遭入1升7ト四周一剛

瑚司 噌苦♀1手斜 司含朴，ロ1含尋組入i二三七里想暑7図洲 羽銀立叫。囚書

P｝日同耳．
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召 人旧 叫豊塁釧天ト畳奉召旦ト週人1馨畢碧≦⊇呈琶想書天H杢人ト到塁9

3身舎・是糾亙叫三山Ω1ス臨急唱：叫石入1暑♀1遇

 想暑慰霊囲二二暑暑

 想暑ス腿剛叫薯剋舎塑香子叫引引到スト豆牛排撃冠入屠羽胡可♀千ト暮尋

噛唱立野豊喜望町回相。｝ヨ味ユ型薯想暑刈上入響町叫魁三入1置型。㌃苛七

7刊里  スト豆  ヲト三  71尋◎1 叫・暑豊山  ス㍗豆  登録（Regist【ation）5斗 ロ珊♀  吾入ト司一フ1

瑚暑01τ斗．与司朴暑唄舜洲山｝野州・則翻歳旦篭写禰司フ1昇司一フ1剛｛｝司1唄叫斗

宇戸暑苦豆入1尋セ三舎・望香司一叫岬山｝ス｝豆町制暑♀膳弁暑選八入隠子居唱。研邊

牛銀叫．

 想雪明判司町明回雪薯掛セ王朴磐唱導♀組司町営碧書忍明司函ユ升切割

頭ゼ想暑刈冠早明明導刈フ1尋苛エ呈朴碧型剋7回目園岡三金納．測舅。1

思唱月卿想暑ス肩升平ゼを杢州叫司一甚昇通湖畔早（恥｝早目司豆司哩呈刈1早

霜昇今庄暑卑近を叫．ユ司エ4早今年量些些ス陪スレ判司ラ『耳尋入声Ol

金ヌ囚立呈・国恥ス調暑王入圏甘7㌃；石刃唱。｝郎珠。1畷7ト薯垣立呈想暑ス四暑夏，

エ舟思立早早刈召，入ト毅1三，入ト書男茎斗甘甲子唱。幌71秀，碧号号判例午暗唱，

唱午望昇，入ト8一スト号野司尋碧旦筆入㍗暑ス隅釧望別号暑暑胡71薯重｝τ干．男囚，7月号

憩暑ス刊司司をヨ71斉碧01叫ゼ下上1魁叡｛｝聖。図叫暑魁潮ス信号書：叫里計Ol升

叡フ1囲暑列融雪：雪囲叫含女を靴穿豊叫豆呈附則フトヌ1暑ス1望叫．

 「2002這 刈音ご杢＝E｝（穀」｛≧叫量01司重｝噛唱再呈L列91中豊ス肩甲呈早早エ，帯側を

ス障暑ユ周叫斗甘一州叫叫組入1を環。｝叫．フη翌スト豆潮周叫斗懇響判明壷

碧豆男フ図ユ銀銀フ1剛モ列ス随員｝重看釧町君。1一喜。鳳エ，窪｝叫（掴1・團町明

平潟牛銀銀珠。｝斗哲列想丁壮暑朴一8一司一ゼ‘舜菅州司量τ㍗（ま重｝碧旦潮尋旦暑

直言望刈槽暑呈告到週期胸｝叫月ヨ｝入ト魯ス圏叫喜望甘想凶刃社斜豆観号暑

暑胡石入桂L劇暑蓋望奈銀銀司一．ユ司エ碧暑刈早旦ト｛｝町回入隠暑釧・耳癖旦告薯

暑忌想暑01叶フ1潮閣暑糾暑暑司組入1釧互斗暑圭移替銀銀唱環立繊月望叫．

 想暑ス腿判司つ1司警察入子碧里井舛司列ゼ司ス糎｝叫暑喜周防午唱暑♀庵

司碧謡曽咽望｛｝01ロ｝♀｝州肩望者瑚銀｛｝磐姓。糊叫「2002望刈｛｝と吟望」61囚

暑甚汚辱噌耳銀子．叫叫刈を号到叫暑平｝・斗『・蠣｝ス腿瑚軒司望王入匿暑胡

叫声豊ス障暑李剰阿山組入1州暑一列琶開銀音季立星豆q叫．

 引回潮石♀三社，司善，別室刀工叫旦舟司・エ銀モ想豊刈井じ｝旦エ想暑呈糾

斜月1ヌ｝。屠呈皇1τ｝．ユ司耳明司杢｝屠皇呈望胡叫暑豊司囚モ・伺翻薯相野叫声

ス障暑屠四極ツ1赴・冒ス1曽味ユ調叫嘆野芝日聖書男声妊亡｝唱・1司妊号石州

奨セス｝豆暑唱刈屠旦三三銀暑型立呈旦～准｝．州暑暑里告・・斗冠善釧組閣司q

号相書ス1・d選フ二二司一刺旭判きレ司ユ唱牡州銀セ日読碧望刈暑呈亙司ユ

01暑 子唱苛明 組入1尋セ 唐唱暑 憩4さ刊暑 牛 銀叫．ユ司ユ 升皆苛u杷 ユ
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君暑〃図三〒等量午銀叫吐さ｝判司石入同罪町営喜明弓幽郎七叫階子ス側角

叫豆三7ト皆重｝湊立呈豆剋τ｝・．暑忌胡喝7困91旧号司吟唱王舛弁杢｝01モ｝湾刃一〇1薯

想暑引目刈著・岡引暑朝刈暑釧子唱暑・川州墾暑甚を旦号斗。回1州内善甚尋

01国幣組刈月月㍗（月。㌃重｝叫．

 。圖尋ス側側唱平刮浮野唐司剋入ト（召。1。圏叫・判例q入ト（召立野柔当言立呈刈

旦1円塔互コ｝暑望暑午郎暑裂。】瞬．寄田均ス“611司を翌ス種｝日明呈朴喫・山田，

漫吟暑スト｛｝司一入圏’｛垂目嘆｝呈糾，ユ司ユ・1脊廿・1舎司郎セ・トi劉

号号刈凹凹州q悸｝手引司？工日乾ト暑刃斜告心1・冠尋潮想豊呈糾司号碧暑磐望午

銀琴唄立呈旦剋u｝．寺町叫月司・。1暑想笹ス刊暑呈早子野田L既刊刈石目暑7ト包

帯暑豊スト置潮聖日ゼ暑喜香洋盤を司望仙洞谷含琶遇と豆司週瑚升郎ゼ組入1王

7㌃皆尊｝環立呈旦剋じ干．

4碧豊刈記入ト呈出（＞1廿早出入1

 2000望10超31旧号唱剋尋叫叫暑垂釧佐藤浩司列升石入1スト回目碧旦舛想碧刈碧同門畠

王入ト暑♀1胡叫17H翌イ｝釧望碧旧号唱三舎叫暑豊到刃1ム互司♀ム州α掴暑署銀叫．

刺告6刊セ組謝釧刈置月叫叫Ch列石｛｝q1杢｝立呈舛3望イ｝三塁｝刈至入屠〕d門司・銀立叫

司司7トズ1朴碧豆呈望胡至入｝到剤墾01暑フ隊三月1周銀τ斗．01（痢叫叫Ch列引回暑・

普子羽三吟司入幌｝暑・釧三｛醤魁三皇耳呈朴7困｛｝七子裸01唱ズ1七子叫．朝ヰ二二

想暑ス三日同・司至朴ス圃升エエ司・釧舟暑麗刻碧を7ト幽囚旦二二ユ銀芒呈忌

想望苦達引川（月朴剤含習（刃叶苛エ，名訳靖暑暑唱手？ユ01望望。｝召岳列引冒司叶

司セ司司苦。1銀銀71剛｛｝・1叫．昇｝魁・国叫z｝7困潮想書川セ杢｝τま量牛馨。圏刈

1司碧0171し｝1｛｝入1社州晋盟‘午銀芒至舜升叫し1銀71u刊｛i｝（引口司辛朔司苦01銀銀叫．

ユ下刈司・皿起叩仰望L列6判刈早膚含銀セ日1，叫國司謝司合叶暑胡手明刈王入催・

型五四亭銀銀叫．討墾斗弓勢補♀・罫書碧。1戴銀ス1魁呈暑唄。｝念呈晋刃1遭遡判司

輿入伺組入1叫ス1叫碧奈銀銀唱唄鯉7卜聖1叫．ユ司エ董1刈刀図ユス四百州を

碧司9｝日101日半01ム〒斉｛｝司ユ銀u｝．

 を週等号司レ『モ望薯｛｝糾萢入1｛釧暑≦糊2000遍11呈1州肝入1手刷♀1♀1司暑三巴言トと

号判事ヌ｝・暑7ト苛エ三飯u｝．ユ司解明唱噛唱2呈口入1邊男望野州朔司刈セ釧旭01

甚甚司一司ユ咽♀1暑財用香毫牛升三明1斗．香望薯暑司・望魁含履入1胡。憐｝じ耗…・唱を斗

号判司q（裂早呈・1潮碧判司皇呈そ1入1胡叶を司セ唱を立見し周・判淵銀蝕珠ユ己1を

叫粥囚早蟻陪戸口司遇刈田号碧司直早嶺｝・霞畔豆呈石入一閃誤立呈噛鵬

看斜塔ユ召斗号唱六甲軒平戸尋01杢智司ユ銀セエ呈釧「量τ『月」別冊虹ゼ

割声ス腿朗叫州（召物醒下貼到週暑司？ユ想暑野司暑轡1守門銀銀珠。1筆草｝刎望喜

嘉9019／想豊刈暑至朴苛α1萢入1糾71呈尋ユ2001唱7望司1尋号91叫暑普q子ス匿01
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召 人1理 叫暑詔到天1豆今召掛型人1垂暑召91皇遇想響天闘王人1到轡暑

司唱・月司層到望暑書翻ス怪亙さ隙叫．◎1剛佐藤囚到呈器睡鉄叫，杢入｝暑暑胡

そ1入矧懇ス障暑忍碧苛エ想碧ス“暑制皇呈〒・唱司一φ遭入1脅皇呈刈想碧刈呈朴7園暑

暑書尋ス偉至母斗・1暑豆司呈重｝石入1升7｝昔糾洲羽戴叫．

 01刻唱早冠入1ゼ想豊ス腿印司「暑豆t月呈豊碧魁刈1重4苦01到銀叫．ユ司耳「2002

刈音ム司一望」薯刻告早司想豊刈至入｝暑筈司轡1ス障叫旦セ暑尋週入1暑墾刃園皇呈

萢碧郭娯味尋L列到・盛｝モ糾暑暑司を尋到翻硝｛｝司号旦司ゼ唐脅立呈週入催

討融雪剤τ斗．壁嘔剛 「7ト刀ト皇01：昊・し｝叫望薯」91ぞ♀ゼ望喜暑司・週刈暑旦α1手71♀1醒

石刈。ト。團釜到司一軽震前挿司月雪僅｝刈斗国警・1潮・理暑ス隠・碧一町｝智・咽ヌ干。レ㍗

銀味早組入回石斗暑暑囲袖1手嗣1叫叫ヌ｝。1ゼ銀裁刃吐僻｝ス腿司叫・1剋舎鄭

菩薯批判重｝叫暑暑潮工員催♀1重｝至入船唱皇五戸弁暑碧01頂吉朔望厚層。1斗

5口早司

 「升Z4を01平し｝叫日本」斗「2002遇刈暑と四望」｛｝想恥毛想瑚司一〇1司一ゼ目元望子

唐唱。1マ1争端糾舜叫門門釧ス障牛召斗遭入圃弁牛舎◎1銀音暑豊洲胡手モ…司昌到

吾円ス匠予研銀叫．三号・咽◎1早・籾q早組入1下刈呈を司暗潮呈料暑471

スレS暑三王電停野州叫己｝週入1を毅・隙ス1吐懇朔謄到嘆｝門司・暑司三針洲召

豆嶺｝唄皇呈遡フ国エ銀叫．豆戦野・1判断叫コ．ゼ苛ス1吐早石入門吾暑召薯

碧豊門引入陪臣胡・碧暑判司胡銀セ・ユ剛呈釧里告含剖翔層暑ス材朗a呈告
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